※数次相続が発生し、中間相続が単独相続であった場合には、２個の相続を原因とする所有権移転登記を申請することなく、１個の申請で相続登記をすることができます。

　なお、ここでいう「単独相続」とは、相続人が当初から一人のみであった場合の他、相続人は複数人いたが、遺産分割協議のほか、相続分の譲渡や寄与分、特別受益等で一人の相続人が単独で相続するに至った場合を含みます。父親又は母親が死亡した場合に、既に他界している祖父母名義の不動産が相続登記未了で残されていた場合に必要となる登記申請方法です。
以下は「山田太郎」が死亡し、唯一の相続人であった太郎の母親である「山田花子」が当該不動産を単独で相続したが、相続登記を申請する前に「山田花子」も死亡し、山田花子の相続人である山田花子の子「山田次郎」が相続した場合の遺産分割協議書の書式例です。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
遺　産　分　割　協　議　書
　　　被相続人　　　　山田　太郎　（平成××年××月××日死亡）

　　　最後の本籍　　　東京都中央区××二丁目１２番３

　　　最後の住所　　　東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号　

　　　山田太郎相続人兼被相続人　　　山田　花子　（平成××年××月××日死亡）

　　　最後の本籍　　　東京都中央区××二丁目１２番３

　　　最後の住所　　　東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号　

　　　山田花子相続人　山田　次郎　（昭和××年××月××日生）

　　　本　　籍　　　　東京都中央区××二丁目１２番３
　　　住　　所　　　　東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号

　　　山田花子相続人　山田　三郎　（昭和××年××月××日生）

　　　本　　籍　　　　東京都中央区××二丁目１２番３
　　　住　　所　　　　東京都中央区××二丁目１２番３―１０１号
　被相続人　山田太郎（平成××年××月××日死亡）の死亡により開始した相続につき、同人の母　山田花子　が単独で相続人となったが、山田花子が平成××年××月××日に死亡したため、山田花子について相続が開始し、山田花子の相続人である　山田次郎、山田三郎の２名は、本日、山田花子の相続財産について、下記のとおり遺産分割協議を行った。

記

　１　後記不動産は，山田次郎　が相続する。

以上

　この協議を証するため，本協議書を２部作成してそれぞれ署名，押印し，各自１通ずつ保有するものとする。
　平成　　年　　月　　日
　　　　　　　　（住　所）
　　　捨印　　　（氏　名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実印
不動産の表示　

一棟の建物の表示

　所　　　在　　中央区××丁目１２番地３

　建物の名称　　○○○○

専有部分の建物の表示

　家屋番号　　　××二丁目１２番３の１

建物の名称　　１０１号

　種　　　類　　居　宅

　構　　　造　　鉄筋コンクリート造１階建

　床　面　積　　１階部分　３０．００㎡　

敷地権の表示

　所在及び地番　中央区××二丁目１２番３

　地　　　目　　宅　地

　地　　　積　　１００．００㎡

　敷地権の種類　所有権

　敷地権の割合　１００００分の１０
